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DuMA ニュースレター                                  2020年 8月 24日 

三浦半島で今年に入って３度目の異臭騒ぎ 

 ８月２１日、午前中から横須賀市内で異臭がするとの報告が相次いてもたらされました。市や消防にガ

スのような臭いとの通報が４０件以上あったとの事です。SNS上では、「ガス漏れのような臭い」、「ガスより

ももっと強烈な、ゴムが焦げているような臭いにも感じた」というものもありました。 

 実は横須賀市周辺では、今年に入ってから、６月４日に異臭騒ぎがありました。この時は三浦半島南

部を中心に異臭があり、各地の消防局には合わせて３００件以上の通報があったそうです。この時は「ガ

スのようなにおいがする」というものが多く、他には「化学薬品」「シンナー」などの表現もみられたようで

す。 

 過去の事例から原油タンカーなどが洋上でガス抜きを行って異臭の原因になる可能性もあるという事

ですが、消防局によると、「今回は調査の結果、ガスは出ていない。横須賀海上保安部にも海上で異臭

を感じた船舶からの情報はなく、ガス抜きではないと考えられる」と発表しています。 

同様に７月１７日にも横須賀周辺で異臭騒ぎがあり、今回で３回続けての騒ぎとなっています。 

 

地震と異臭騒ぎとの関係 

 この異臭騒ぎが“地震の前兆”ではないかという SNS 上の議論を引用した報道や、一部“専門家”と呼

ばれる方（メディアが作ったエセ地震専門家です）がまことしやかに地震との関連性をコメントしています。

ところが「地震の前に異臭がした」という事例は 1995 年の阪神大震災の前に数例の報告があるようです

が、これはもちろん事後のアンケート調査で判明したことです。さらに東日本大震災の後の調査でも異

臭に関する報告はなされていません。 

 東京大学名誉教授で、東京大学地震研所長や地震予知連絡会の副会長も務められた力武常次先

生が生前、地震前兆現象のデータ・ベースを出版されていますが、その中にも異臭についての記載は

無いようです。 

 それでは何故地震と異臭とが結びつくのかを考えてみますと、一つは上記の阪神大震災の事例が影

響していること、次に火山活動の場合は当然火山ガスによる異臭があること、さらに地滑りや土石流等の

土砂災害の前兆としては、政府広報にも「腐った土の匂いがする」という記載があることから、地震の前

兆と勘違いされている可能性も存在します。 

 現時点では異臭発生と地震との間に明確な関係は示されていないと考えるべきですが、このような異

常を頭から否定するのも科学的な態度とは言えないでしょう。異臭だけでなく、地震活動や地殻変動、さ

らには地下水位等の異常など、多角的な情報収集が望まれる所です。また今回の異臭騒ぎとは別に、

８月２１日という日付を指定した“地震予言”が一部で流布していたようです。現在の科学では、「地震活

動が異常」、「地殻変動が通常と異なる」「地下水位が異常」という事は観測事実として言う事は可能で

すが、これらの情報から日時を指定したような「予知」は不可能です。日時を指定した予知は根拠が無

いとお考えください。 
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参考 神奈川県が公表している断層マップの問題点 

 以下の図は、神奈川県が公開している県内の断層分布図です。 

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/cnt/f5152/ 

 

 このような図は神奈川だけでなく、色々な地方自治体が自分たちの行政範囲だけの図を作っていま

す。④から⑦までが三浦半島断層群と呼ばれるものです。 

 政府・地震調査研究推進本部が公開している図は以下のようになります。 

 

 実は三浦半島の断層群は房総半島の断層群と一連のものである可能性が大きいのですが、断層の

同定には、陸域ではまず直線的な地形が存在するかを航空写真を用いて判読します。さらに人工地震

探査等で構造を明らかにする訳ですが、このためには、観測点（地震計）を稠密に設置したり、海域で

は観測船で数キロメートルにおよぶセンサーアレイを曳航して観測を行う必要があります。そのため、船
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舶銀座とも呼ばれる浦賀水道で、このような調査を行う事は不可能なのです。海域に断層が描かれてい

ないからといって、断層が存在しない訳ではありません。 

 同様に東京湾内に断層が同定されていないのも調査が極めて困難なためです。東京２３区に断層が

描かれていないのも同様な理由です。 

 

日本列島陸域の地下天気図® 

 ７月２０日のニュースレターに引き続き、日本列島の陸域に特化した地下天気図解析です。今週は８

月２１日時点の L タイプおよび M タイプの地下天気図をお示しします。 

 
 L タイプの地下天気図では、襟裳岬近傍における静穏化異常（青い領域）が目立つ程度です。 

 石川県沖の異常は大きな異常が存在していたのが、現在はほとんど消えた状況となっています。 
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次にお示ししますのは、同様に８月２１日時点の M タイプの地下天気図です。 

 
 M タイプ地下天気図では、襟裳岬近傍の静穏化異常の他に石川県沖で異常が L タイプとは異なり

依然として見られる事です。そして今月で一番注目すべき変化は、淡路島北方の瀬戸内海に現れた異

常です。ただまだその異常の面積も小さく、深刻である可能性は現時点では低く、もう少し推移を見る必

要があります。 
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